

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































地権者記号 現在の 将来の土地 NT計画・区画整理
年令・家族状況 職 業
(所有面積) 土地利用 利用プランl への不満・要望
* 
A 60才以上 55年4月まで小学 学生寮 整理中のものは， 開発は計画的にやったほうが
本人夫婦と母親 校教師以後は学 (36室) 具体案はないが考 よL、
(13，492m") あととりは別居 生寮の家賃収入 慮中，貸庖舗等 区画整理はしょうがない
(32才，サラリーマ 先代までは農業 結果的にはよL、のではなし、か
ン)
B 60才以上 39年にNT計画に アパート 駐車場にしている 時代の流れだからしかたない
あととりはサラリ ともない農業をや 貸庖舗 土地は，将来子供 区画整理に時間がかかりすぎ
(1 ，240m") ーマン，隣居 め，農協に就職 駐車場 の住宅を作る る 三角形の土地が返ってき
(駐車場) て，困っている
開発するからには徹底的に
C 45才-50才 健康保険関係に勤 テニスコ できるだけ有効に 公団の収用課長にだまされた
父親は寺の住職 務将来は寺を継ぐ トー 利用したい り，木を切られたりで，事業





D 47才 倉庫会社勤務 畑 具体的なプランは 開発自体は，生活が便利にな
父親と本人夫婦 42年まで農業，以 未利用 ない不安で迷っ ってよいが，計画より遅れた
(783m") 娘l人，息子2人 後は兼業で，サラ ているが，状況を ので生活設計がくるい打撃を





E 30代前半 無職，療養中 少しだけ 今後，じっくり考 計画がどう進もうがかまわな
本人と母親 父親が死亡するま 都に貸し えて決める L 、
(884m2) (本人は失明のた では農業をしてい ている 事業はしない 区画整理は上下水道・ガスな
め母親からヒアリ た (なし) どが整備されるので反対はし
ング) ない正移転費用が大変
F 60才以上 18，9年前離職 節也'((-ミツ 貸地は契約年限が 区画整理が遅れ，いつ工事が
本人夫婦，息子夫 ティングセ あるので分からな 始まるか連絡がない。仮移転
(1. 295m") 婦と孫2人 ンター ) い。一部は税金の に遠くに行くのは困る。中途









































G 55才-60才 刑務所看守 内職の仕 左に同じ いまごろ調査をしても遅すぎ
本人夫妻 夫人は内職 事場兼物 (自宅，農地，ア る。事業に入るまえに意向調





H 82才 農業をしているが 農 業 土地が返ってきて 土地を売って損をした人が多
本人夫妻 いまは一家に働い 造成中 から考える い。将来は，こうした犠牲者
(6，147，{) 息子夫妻 ているものはいな 駐車場，貸家など の我々にプラスになるように





I 73才 39年まで農業，現 貸ビノレな 駅前のため現在の 結果的には便利になったし，
息子40才 在は貸ビノレ業 どを駅前 利用はざん定的な 仕事も増え，悪くない




J 51才 40年まで農業，以 造成中 自宅，アパート 地価が上がり，便利になった
本人夫妻と娘 後勤めに出，現在 自給用畑 駐車場 ことは評価できる
(1，700，{) あととりは長女 は学校用務員 〈他捌玄に 区画整理は，やるときまった




K 40代 10年前から洋菓子 未利用 自宅と料理屋かア 大きな計画なので少数が反対
本人夫妻 応に勤務 パー ト しでもしょうがない
























規制は地権者にまカ通せる 考えがまわら D. K D. K D. K 駐車場は駅前なので需要がある。相続












L 30才-35才 市職員 造成中 自宅のみ 調和のない計画で，国の都市，
本人夫妻 妻は看護婦 住宅政策に問題
(668m2) 問親 (M) 本人に農業継続意 (自宅，その他) 人工的になりすぎ，住みづら





M 80才 14年前， NTと事 造成中 駐車場，他に知恵 NT計画でほとんどの者が生
本人夫妻 故のため離農 が浮ばない 活基盤をくすーされた
(746m2) 息子(L)夫妻 収入は借地と，年 土地をどこに持っていたかに









N 26才 父親は47年 (42才 自宅(父) 造成中の部分は， NTは農業を不可能にし，私
祖父 のとき)に農業を 他は造成 N本人の自宅にす たちを追い出した計画。長く
(474m2) 両親(父51才) やめ， 4年間酒庖 中 る予定 かかり，それだけ生活転換が




O 60才以上 実家が多摩，本人 実兄に貸 自宅 住宅地として開発してほしい
本人(女)と夫 は結婚して現在代 して耕し 造成後 1， 2年は 区画整理によって，階段状に
(273m2) 子供2人 々木上原に住む てもらっ 土地が落着くまで なってしまったのが悩みで、あ
(あととりは長男 ていた 放置するほかない る
29才) (駐車場)
P 35才-40才 配管工事 自家用に 自宅のみ この土地のものでないので，
本人夫妻 購入 どうこう L、うことはない





















規制は必要だが，今までのよ ゴミゴミLtこ ム ム A 父親からヒアリング























Q 60才以上 50年まで酪農，以 自 宅 離農当初はアパー 勝手な計画
本人夫妻 後「フーテン」と 畑 ト・学生寮などを 区画整理の予定(54年完成)が
C3，968nl) 息子 自称，売り喰いの 未利用地 計画，造成に時間 延び，預金も減り，建設費が
(長男は別居，喫 生活 がかかり，資金も 上がったり，学生の獲得に不





R 56才 学生寮経営 (51年 同 左 未利用地にもアパ 自然開発をしてほしかった
(5，521 nl) 本人夫妻 から)，養蚕など 他に造成 ートなどを考慮中 住宅地の開発は，都市計画が
但し，ほと 両親，娘4人 50年までは土地を 中の宅地 (なし) 部分的でわきからスプロール
んどの土地 (娘は銀行勤務， 売らずに反対運動 が少しあ する










'S 50代半ば 14年前に酪農を転 自 宅 学生寮・ゴルフ練 地元が発展するのでよい
本人夫妻 換，親せきと集ま 自給用畑 習場などを考慮中 一度に広範囲に手をつけたの
(7，428nl) 長男(あととり26 って相模原で倉庫 他は造成 だが，資金に難 で関係者に迷惑を及ぼしてい








T 70才 兼業農家で軍関係 自宅 自宅・学生アパー 土地をはじめのころ売った人
本人夫妻 の仕事，土木作業 自給用畑 ト は安くて損をした
C1，103m2) 息子夫妻(パス運 などで農外収入を 他は造成 NT にかかる人は区画整理の
場合と違い，居住用の土地を
転手) 得ていたが現在は 中 (自宅，駐車場， もらえていい






ちょっとうまいことをいわれ Aナ且'- 生 街 x × X 土地はなるべく売りたくないが，売る
ても信用できない 住 宅 街 ならまとめて高く売って資金をかせぎ
計画を契約どおりに実行して たい。広いままの宅地を売りたいが，



















共同開発するほどの土地はな X X X 耕地がなくなり，つまらない
いので，あまり関心はない
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U 60才以上 50年まで酪農，以 自 宅 土地を遊ばせない きれいになってし、L、こと
本人夫妻 後NT内応舗の庖 造成のた ために何をするベ 区画整理は住みやすくなると
(1， 662m") 息子夫妻(教員32 員をしていたが， めの貸地 きか思案中 思、う
才)，孫 脳卒中で療養中 造成中 (なし)
息子の扶養
V 46才 サラリーマン 堀の内は 庖舗・音楽教室 NT計画があることを知って
本人夫妻 大塚由木ケ丘の自 造成中 (土地が道路に面 来住したが，計画はここを大
CI92m2) 子供(高校生の娘 治会長 するので住宅にで 都市と同じ環境にしようとし




w 43才 大工，地元の生まれ 親に分け 自宅 堀の内も新住のようなきれい
本人夫妻 地元の保守系市議 てもらっ アパート な街並みになるかどうか心配
(428m") 娘3人(小学生) 後援会 た土地に 作業所 区画整理は換地が終わると後
町会役員 44年に自 芝居のけい古場 が勝手にできるので困まる
素人芝居座長 宅を新築 (アパート) 換地の説明会をやらないのは
いけない，情報が変なルート
から入るので困まる
X 44才 大手電機メーカー 自 宅 自定のみ NTができるのを知ってここ
本人(妻死亡) 工場の職員 44年に来 (自宅) に来住した。しかし事業に時






Y 51才 5年前まではテニ 44年に来 学生寮兼自宅 この地区も新住と同じように
本人父妻 ス・ラケットの下 住 (学生寮経営のた すっきりした街並みになるか
(287m2) 子供(大学生) 請加工 自 宅 め調理師の免許な どうかは疑問，とにかく早く









































Z 50代後半 定年退職者 55年入居 換地済で自宅のみ 昭和36年に永山に買った土地
本人夫妻 息子は養子でサラ 自 宅 が新住にひっかかり，すった








IMPROVEMENT OF RESIDENTIAL ENVIRONMENT AND 
THE RESIDENTS 
A Sociological Analysis of Urban Development 
Susumu Kura鈎wa*，Ma銅hisaSonobe* 
Yoshikazu Hiraoka*市，Toshiko Bunya毒事
*Center for Urban Studies， Tokyo Metropolitan University 
**Graduate School of Soαology， Tokyo Metropolitan University 
Comprehensive Urban Studies， No. 16， 1982， pp. 33-61. 
In an urbanizing society， the main focus of city p1anning has been on how to provide 
adequate urban infra-structures such as broad streets on large唱calecoUective housing. In飢
urbanized society， however， how to improve the quality of life and local amenities comes to the fore 
and aqu註esa great importance. Above al， how to improve the residential environment is of pr加 ary
irnportance to city p1anning. 
Utilizing the fmdings of our field research conducted at two developing and renewing areas in 
the suburbs of Tokyo， this artic1e attempts to c1arify how the residents evaluate urban development 
policies. For this end， we deal with; to what extent they comp1ain against govemmental measures for 
improving their areas and how they think of the prospect conditions of their own lives. 
Our conciusion is that， how to restore the lives of people affected by the po1icy has a strategic 
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(※※)アンケート調査
結果
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